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1.  平成23年5月期第2四半期の業績（平成22年6月1日～平成22年11月30日） 

（注）前年同四半期については、四半期連結財務諸表を作成していたため、前年同四半期数値及び前年同四半期増減率は記載しておりません（以下、
「（２）財政状態」においても同じ）。 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年5月期第2四半期 16,977 ― 1,051 ― 993 ― 27,269 ―
22年5月期第2四半期 ― ― ― ― ― ― ― ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年5月期第2四半期 73,053.33 56,001.92
22年5月期第2四半期 ― ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年5月期第2四半期 7,797 219 2.8 △6,152.15
22年5月期 ― ― ― ―

（参考） 自己資本   23年5月期第2四半期  219百万円 22年5月期  ―百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年5月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
23年5月期 ― 0.00
23年5月期 

（予想）
― 0.00 0.00

3.  平成23年5月期の業績予想（平成22年6月1日～平成23年5月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  有   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 21,824 △22.4 1,592 ― 1,492 ― 27,828 ― 69,622.01



(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等
の変更の有無となります。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】Ｐ．３「その他の情報」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年5月期2Q 421,925株 22年5月期  346,925株
② 期末自己株式数 23年5月期2Q  ―株 22年5月期  ―株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年5月期2Q 371,925株 22年5月期2Q 346,925株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期財務諸表に対する四
半期レビュー手続が実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、四半期決算短信（添付資料）３ページ「業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 
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（１）経営成績に関する定性的情報 

当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、海外経済の減速や耐久消費財に関する政策効果の反動といった

要因に加え、円高などの影響もあり、景気の回復テンポは鈍化いたしました。 

当社が属する不動産業界は、依然として厳しい雇用環境などを背景に力強い回復は期待しにくいものの、持家

や分譲住宅の新設住宅着工戸数が増加基調となっているほか、首都圏マンション契約率が好不況の判断の分かれ

目となる70％を超えて推移する等、回復の兆しが出てきております。 

このような経済環境のもと、当社は、再建計画に沿って保有物件の売却を進めると共に、業務委託契約及び販

売代理契約の締結をし、当該業務を推進して参りました。この結果、当第２四半期累計期間における売上高は

16,977百万円、営業利益は1,051百万円、経常利益は993百万円となりました。また、四半期純利益は26,250百万

円の債務免除益を計上したことから27,269百万円となりました。 

セグメントの業績は次のとおりであります。 

（不動産開発事業） 

不動産開発事業は、前事業年度より販売している「カーサ・ダルテ（埼玉県川口市）」の残住戸の引渡しを行

なった他、「横浜富士見プロジェクト」、「Feeth水天宮前（東京都江東区）」及び「霞ヶ浦プロジェクト」の

引渡しを行ないました。この結果、売上高は4,260百万円、セグメント利益は616百万円となりました。 

（資産活性化事業） 

資産活性化事業では、再建計画に沿って売却を進め、19物件の引渡しを行ないました。この結果、売上高は

12,281百万円、セグメント利益は494百万円となりました。 

（不動産業務受託事業） 

不動産業務受託事業では、不動産企画業務や販売代理業務による手数料として、12物件からの収益を確保いた

しました。この結果、売上高は406百万円、セグメント利益は396百万円となりました。 

（賃貸事業） 

賃貸事業では、３物件から賃貸収入を確保しております。売上高は28百万円、セグメント利益は17百万円とな

りました。  

  

（２）財政状態に関する定性的情報 

当第２四半期会計期間末における資産は、7,797百万円となりました。負債については、7,578百万円となりま

した。また、純資産については、219百万円となりました。前事業年度末からの主な変動要因は、以下の通りで

あります。 

資産の減少の主な要因は、保有物件の売却を推進したことにより、販売用不動産と仕掛販売用不動産が合計で

18,459百万円減少したこと、及び法人税の繰戻し還付等により未収還付法人税等が5,352百万円減少したことに

よるものであります。負債の減少の主な要因は、保有物件の売却資金を借入金返済に充当したこと、債務免除を

受けたことや現物出資による第１種優先株式の発行（DES）を行ったことにより借入金が38,475百万円減少した

こと、及び未払法人税等が4,060百万円減少したことによるものであります。また、純資産の増加の主な要因

は、資本剰余金が3,891百万円減少する一方、利益剰余金が33,269百万円増加したことによるものであります。 

（キャッシュ・フローの状況） 

当第２四半期累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、営業活動により14,916百万円

増加する一方、投資活動で２百万円、財務活動で14,578百万円減少いたしました。この結果、資金は期首残高に

比べて334百万円増加し、当第２四半期末残高は373百万円となりました。 

当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動により獲得した資金は、14,916百万円となりました。主な要因としては、仕入債務の減少により

2,034百万円が流出する一方、たな卸資産の減少により15,334百万円を獲得したことによるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動により流出した資金は、２百万円となりました。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動により流出した資金は、14,578百万円となりました。主な要因としては、株式発行により284百万円

を獲得したものの、借入金の返済により14,859百万円が流出したことによるものであります。 

  

１．当四半期の業績等に関する定性的情報
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（３）業績予想に関する定性的情報 

当社は、平成22年10月１日付で連結子会社である株式会社ラクスマリーナの株式をすべて売却したこと等に

より、非連結会社となりました。これにより、平成23年５月期第１四半期までは連結で行っておりました決算

が、平成23年５月期第２四半期の決算短信より個別決算に変更となったため、個別決算における平成23年５月期

業績予想を公表しております。 

なお、連結子会社の連結業績に与える影響は僅少であったことから、連結決算から個別決算への変更に伴う

影響はほとんどありません。 

詳細は、本日別途公表いたしました「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。 

  

（１）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

① 簡便な会計処理 

   （たな卸資産の評価方法）  

棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積も

り、簿価切下げを行う方法によっております。 

  （固定資産の減価償却費の算定方法）  

定率法を採用している資産については、事業年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法に

よっております。 

② 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理 

   該当事項はありません。  

  

（２）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

・会計処理基準に関する事項の変更 

資産除去債務に関する会計基準の適用 

第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31

日）を適用しております。 

これにより、当第２四半期累計期間の営業利益、経常利益及び税引前四半期純利益は、それぞれ１百万

円減少しております。 

  

（３）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

当社は、平成21年５月期第２四半期決算短信において、重要な営業損失、経常損失及び四半期純損失を計上し

ていること、及び営業債務の返済の繰延べや法人税等の一部未納が発生したことから、継続企業の前提に関する

重要な疑義を生じさせるような事象が存在している旨を記載しておりました。 

その後においても、業績不振の影響から債務超過に陥っており、その事象を解消もしくは改善するための対応

策を講じても、なお継続企業の前提に重要な不確実性が認められたことから、平成23年５月期第１四半期決算短

信まで「継続企業の前提に関する注記」を記載しておりました。 

しかし、当社は、平成22年６月30日付で法人税の還付が確定したことを受けて、かかる還付金を返済原資とし

て法人税・地方税等の未納分を完済しております。また、平成22年８月25日付で東京地方裁判所より受けた再生

計画の認可決定が同年９月22日付で確定した後、同年10月31日付で債務免除を受けたこと及び優先株式の発行に

よる債務の株式化（デット・エクイティ・スワップ；DES）を実施したことにより債務を大幅に圧縮いたしまし

た。さらに、利益の積上げにより、平成23年５月期第２四半期会計期間末において債務超過を解消しておりま

す。 

また、平成23年５月期通期業績予想については、売上高21,824百万円、営業利益1,592百万円、経常利益1,492

百万円、当期純利益27,828百万円を見込んでおります。 

以上により、当社は継続企業の前提に関する重要な疑義を生じさせるような事象は認められないと判断し、

「継続企業の前提に関する注記」の記載を解消しております。 

  

２．その他の情報
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３．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：百万円）

当第２四半期会計期間末 
(平成22年11月30日) 

資産の部  

流動資産  

現金及び預金 373

受取手形及び売掛金 260

販売用不動産 572

仕掛販売用不動産 3,150

その他 55

貸倒引当金 △15

流動資産合計 4,397

固定資産  

有形固定資産  

建物（純額） 933

土地 2,433

その他（純額） 2

有形固定資産合計 3,368

無形固定資産 0

投資その他の資産  

その他 31

貸倒引当金 △0

投資その他の資産合計 31

固定資産合計 3,400

資産合計 7,797

負債の部  

流動負債  

支払手形及び買掛金 432

短期借入金 2,063

1年内返済予定の長期借入金 1,463

未払法人税等 10

引当金 6

その他 229

流動負債合計 4,207

固定負債  

長期借入金 3,236

引当金 7

その他 127

固定負債合計 3,370

負債合計 7,578
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（単位：百万円）

当第２四半期会計期間末 
(平成22年11月30日) 

純資産の部  

株主資本  

資本金 5,077

資本剰余金 227

利益剰余金 △5,085

株主資本合計 219

純資産合計 219

負債純資産合計 7,797
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（２）四半期損益計算書 
（第２四半期累計期間） 

（単位：百万円）

当第２四半期累計期間 
(自 平成22年６月１日 
 至 平成22年11月30日) 

売上高 16,977

売上原価 15,145

売上総利益 1,831

販売費及び一般管理費 780

営業利益 1,051

営業外収益  

違約金収入 50

その他 10

営業外収益合計 60

営業外費用  

支払利息 15

遅延損害金 86

その他 16

営業外費用合計 118

経常利益 993

特別利益  

債務免除益 26,250

その他 71

特別利益合計 26,322

特別損失  

関係会社有価証券売却損 75

その他 3

特別損失合計 78

税引前四半期純利益 27,236

法人税、住民税及び事業税 0

過年度法人税等 33

過年度法人税等戻入額 △67

法人税等合計 △33

四半期純利益 27,269
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

当第２四半期累計期間 
(自 平成22年６月１日 
 至 平成22年11月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税引前四半期純利益 27,236

減価償却費 9

債務免除益 △26,250

関係会社清算損益（△は益） 3

関係会社有価証券売却損益（△は益） 75

受取利息及び受取配当金 △0

支払利息 15

売上債権の増減額（△は増加） △194

たな卸資産の増減額（△は増加） 15,334

前払費用の増減額（△は増加） △4

仕入債務の増減額（△は減少） △2,034

未払金の増減額（△は減少） △3

賞与引当金の増減額（△は減少） 6

前受金の増減額（△は減少） △66

預り敷金及び保証金の増減額（△は減少） △17

退職給付引当金の増減額（△は減少） 2

その他 △505

小計 13,606

利息及び配当金の受取額 0

利息の支払額 △18

法人税等の支払額 △4,024

法人税等の還付額 5,352

営業活動によるキャッシュ・フロー 14,916

投資活動によるキャッシュ・フロー  

定期預金の払戻による収入 60

有形固定資産の取得による支出 △12

関係会社有価証券の売却による収入 1

貸付けによる支出 △70

貸付金の回収による収入 35

敷金の差入による支出 △17

その他 0

投資活動によるキャッシュ・フロー △2

財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入金の返済による支出 △660

長期借入金の返済による支出 △14,198

株式の発行による収入 284

配当金の支払額 △3

その他 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー △14,578

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 334

現金及び現金同等物の期首残高 39

現金及び現金同等物の四半期末残高 373
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該当事項はありません。  

  

１．報告セグメントの概要  

当第２四半期累計期間（自平成22年６月１日 至平成22年11月30日） 

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会、その

他の会議体が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために定期的に検討を行う対象となっているもの

であります。 

当社は、製品・サービスの内容等が概ね類似している各個別プロジェクトを集約し、「不動産開発事業」

「資産活性化事業」「不動産業務受託事業」「賃貸事業」の４つを報告セグメントとしております。 

各報告セグメントの主要な内容は、次のとおりであります。 

  不動産開発事業・・・・・マンション等の開発・販売 

  資産活性化事業・・・・・収益不動産再生及び土地再開発 

  不動産業務受託事業・・・販売代理業務、不動産企画業務、その他不動産に関するコンサルティング業

務 

  賃貸事業・・・・・・・・オフィスビル・マンションの賃貸 

  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

当第２四半期累計期間（自平成22年６月１日 至平成22年11月30日） 

（注）１．セグメント利益の調整額△474百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用でありま

す。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

２．セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報  

 該当事項はありません。 

  

（追加情報） 

第１四半期会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21

年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号

平成20年３月21日）を適用しております。 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  （単位：百万円）

  

報告セグメント 

合計 
調整額 
（注）１ 

四半期 
損益計算書
計上額 
（注）２ 

不動産開発
事業 

資産活性
化事業 

不動産業務
受託事業 

賃貸事業 

売上高               

外部顧客への売

上高 
 4,260  12,281  406  28  16,977  －  16,977

セグメント間の
内部売上高又は
振替高 

 －  －  －  －  －  －  －

計  4,260  12,281  406  28  16,977  －  16,977

セグメント利益  616  494  396  17  1,526  △474  1,051
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  平成22年８月17日開催の定時株主総会決議により、準備金の額の減少及び剰余金の処分を行い、次のとおり

欠損填補に充てております。  

(1) 準備金の額の減少の内容 

   会社法第448条第１項の規定に基づき、平成22年５月31日現在の資本準備金及び利益準備金の額を次の

とおり減少させ、減少する額の全額を、それぞれ、その他資本剰余金及び繰越利益剰余金に振り替えて

おります。 

①減少する準備金の項目及びその額 

資本準備金の額  4,119百万円 

利益準備金の額    ３百万円 

②準備金の額の減少の効力発生日 

平成22年８月17日 

(2) 剰余金の処分の内容 

   上記(1)の資本準備金の額の減少後、会社法第452条の規定に基づき、次のとおり剰余金を処分するこ

とにより、繰越損失を填補しております。 

①減少する剰余金の項目及びその額 

その他資本剰余金 4,119百万円 

別途積立金     395百万円 

②増加する剰余金の項目及びその額 

繰越利益剰余金  4,514百万円 

③剰余金の処分の効力発生日 

平成22年８月17日 

  当社は、平成22年10月１日付で、株式会社ヘキサゴンキャピタルパートナーズ及び株式会社ユーラシア旅行

社から第三者割当増資の払込みを受け、資本金が150百万円、資本準備金が150百万円増加しております。 

  また当社は、平成22年10月31日付で、再生債権を有する債権者の皆様より、現物出資による第１種優先株式

の発行に関する払込みを受け、資本金が1,357百万円、資本準備金が1,357百万円増加しております。 

  さらに、平成22年10月31日を効力発生日とした資本金及び資本準備金の額の減少の手続が、平成22年8月17

日に開催いたしました定時株主総会及び債権者異議申述手続を経て完了（ただし、資本準備金の額の減少は、

会社法第449条第1項ただし書きの要件に該当するため、債権者異議申述手続を経ておりません。）し、前提条

件となっていた第三者割当による第１種優先株式の発行が行われたことにより、資本金600百万円及び資本準

備金の額1,280百万円の減少の効力が発生いたしました。 

  以上により当第２四半期会計期間末において、資本金の額は5,077百万円となり、資本準備金は227百万円と

なっております。 

  

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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